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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。
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篠
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仁
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、
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一
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は
、

神
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祭
主
池
田
厚
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が
ご
参
拝
、
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成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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美しく咲き揃う花菖蒲／一宮花しょうぶ園

御
大
礼
の
年
に
あ
た
り

御
大
礼
の
年
に
あ
た
り

　
本
年
は
光
格
天
皇
以
来
、
実
に
二
〇
二
年
ぶ
り
の
「
御
譲
位
」
に
よ
り
、
皇
太
子
殿
下
が
践
祚

（
即
位
）
さ
れ
、
「
令
和
」
の
大
御
代
を
迎
え
ま
し
た
。
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
「
令
和
」
最
初

の
日
と
な
っ
た
五
月
一
日
に
総
代
・
責
任
役
員
・
氏
子
崇
敬
者
の
ご
参
列
の
も
と
践
祚
改
元
奉
告
祭

を
斎
行
し
、
謹
ん
で
大
神
様
に
一
二
六
代
天
皇
の
御
即
位
を
ご
奉
告
申
し
上
げ
、
聖
寿
の
万
歳
と
皇

室
の
弥
栄
を
寿
ぎ
奉
り
、
国
の
隆
昌
と
世
界
の
平
和
を
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
報
道
に
は
、
渋
谷
駅
前
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
な
ど
で
多
く
の
若
者
が
歓
喜
の
声
を

上
げ
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、
人
々
が
前
向
き
な
言
葉
で
新
時
代
の
到
来
と
未
来
を
語
っ
て
い
た
こ

と
が
大
変
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
新
し
い
大
御
代
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、
さ
な
が
ら

お
正
月
の
よ
う
に
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
が
訪
れ
、
社
頭
か
ら
は
「
令
和
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
の
挨
拶
の
声
が
聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
意
識
を
し
な
い
元
号
が
、
実
は

国
民
を
統
合
す
る
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
、
改
元
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
生
活
の
利
便
性
の
観
点
の
み
で
西
暦
（
キ
リ
ス
ト
教
暦
）
へ
の
一
本
化
を
主
張
す
る
人

も
お
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
元
号
と
西
暦
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
人
の
民
度
の
高
さ
に
自
信

を
持
ち
、
文
化
の
一
つ
と
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
国
民
は
、
こ
の
元
号
に
込
め

ら
れ
た
「
理
想
」
や
「
願
い
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
な
が
ら
新
時
代
を
築
い

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
、
こ
の
佳
節
を
記
念
し
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え
事
業
「
天
皇
陛

下
御
即
位
記
念
　
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜
を
四
年
の
歳
月
を

費
や
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
事
業
の
趣
意
と
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
号
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
卒
、
ご
理
解
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
今
秋
に
は
、
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
と
「
大
嘗
祭
」
が
古
式
に
則
り
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
五
月
一
日
よ
り
始
ま
っ
た
皇
位
継
承
に
係
る
諸
儀
式
は
、
そ
の
悠
久
の
歴
史
に
裏
付
け

さ
れ
た
国
家
的
重
儀
で
あ
る
と
と
も
に
、
神
代
よ
り
歴
代
の
天
皇
と
国
民
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
の
原
点
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
際
会
す
る
に
あ
た
り
、

天
皇
陛
下
を
中
心
に
戴
く
日
本
の
国
柄
に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
世
界
に
類
例
の
な
い
我
が
国
の
誇
る

べ
き
文
化
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
壮
健
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
七
月
十
七
日

せ
ん
　 

そ

お
お
　 

み
　
　
よ

や
　
　
ね
　
　
が

そ
く    

い     

れ
い   

せ
い    

で
ん

だ
い 

じ
ょ
う 

さ
い

せ
ん
　 

そ
　  

か
い   

げ
ん   

ほ
う   

こ
く   

さ
い
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大
神
様
の
も
と
に
集
い

例例
祭祭

　

本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
六
日
㈫
末
社

塩
井
神
社
の
垢
離
祭
（
神
職
・
舞
楽
人
が
身

を
清
め
る
塩
水
を
汲
む
お
祭
り
）
の
斎
行
に

始
ま
り
、
十
七
日
㈬
に
は
前
日
祭
を
執
り
行

い
、
十
八
日
㈭
に
例
祭
を
迎
え
ま
し
た
。

　

二
十
日
㈯
午
後
二
時
か
ら
国
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
で
も
あ
る
古
式
十
二
段
舞
楽
を
大

前
に
奉
奏
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
二
十
一
日
㈰
十
時
五
十
分
か
ら
古

式
十
二
段
舞
楽
を
奉
奏
し
、
午
後
二
時
か
ら

の
神
幸
祭
で
は
、
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
、
大

宝
元
年
（
七
〇
一
）
の
勅
使
参
向
の
時
代
絵

巻
を
再
現
し
た
勅
使
行
列
が
参
道
を
華
や
か

に
飾
り
ま
し
た
。
本
年
の
勅
使
役
に
は
J
A

静
岡
中
央
会
会
長
鈴
木
勝
様
に
ご
奉
仕
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
ど
世
界
的
な
仕
事
を
手
が
け
る

若
手
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
西
村
祐
介
様
が
古

式
十
二
段
舞
楽
の
取
材
に
訪
れ
、
全
て
の
演

目
を
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
全
撮
影
日
程
終
了

後
、
「the folk 

２
」
と
し
て
作
品
発
表
を

さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
完
成
が
楽
し
み
で
す
。

　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

常
日
頃
変
わ
る
こ
と
の
な
い
祭
事
、
行
事
へ

の
ご
奉
仕
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

例 

祭 

の 

斎 

行

例 

祭 

の 

斎 

行

●例祭とは
神社にとって最も重要な祭祀の一つで、通常は年に一度執り行い
ます。その神社やご祭神にとって特別に由緒あるお祭りで、俗に
例大祭とも称されます。
当社では、ご祭神大己貴命（おおなむちのみこと）が本宮山に鎮
まったとされる縁起の良い吉日です。
●神幸祭とは
神霊が宿ったご神体や依り代などを神輿に移して、渡御します。
ご祭神がお出ましになることで神威を広く行き渡らせるとともに、
神と人とが親しく交歓する機会となる大切なお祭りです。

例祭・神幸祭
れい　     さい しん 　    こう　    さい

大前に額づき捧げる“祈り”大前に額づき捧げる“祈り”
ぬかぬか

さい　し

と　ぎょよ しろ

しん　い

日
々
の“

感
謝
　
を
伝
え

　
と
も
に“

喜
び
　
を
わ
か
ち
あ
う

”
”
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大
神
様
へ
捧
げ
る
”誠
の
心
“

　
　
一
、三
〇
〇
年
続
く
幽
玄
の
伝
統

舞舞
楽楽

　古式十二段舞楽は、小國大神様への誠心をもって奉納することを本義とし、
本年は、4月20日㈯・21日㈰奉奏いたしました。
　大宝元年（701年）春18日、都から勅使（天皇の使者）が出向き、現在の社
地に里宮を開き、十二段の舞を奉納したことが舞楽の始まりと伝承されていま
す。また、舞楽は、東洋に発達した古代芸術の代表的なもので、『東洋文化の
精』とも言われています。当社の舞楽の細部には、中央で失われたとされてい
る所作が部分的に残っており、その文化的価値や伝承活動が認められ、昭和
57年1月23日文化庁より「重要無形民俗文化財」に指定され現在に至ります。

特殊神事芸能  小國神社古式十二段舞楽

白

幡

富

幸

大

場

　

篤

天
野
智
加
志

高

木

　

誠

小

林

　

隆

大

場

詞

信

鶴

見

俊

之

内

藤

明

廣

北

島

恵

介

鈴

木

勝

幸

小

川

正

恭

石

橋

宏

高

野

口

雅

人

鈴

木

章

夫

山

崎

隼

誠

大

塲

睦

基

両

角

温

真

鈴

木

慶

一

大

塲

斗

喜

渡

辺

稀

介

藤

原

陽

翔

内

山

太

陽

石

橋

宏

高

朝

比

奈

斉

天
野
大
易
慈

鈴

木

康

雄

岩

瀬

公

紀

白
幡
磨
佐
彦

山

本

　

勉

成

瀬

満

雅

西

尾

　

享

鈴

木

昌

人

内

藤

　

篤

鈴

木

章

夫

小

川

正

恭

嶋

田

秀

邦

栗

田

強

介

村
松
浩
一
郎

内

山

敬

浩

内

山

智

昭

鈴

木

聖

也

鈴

木

裕

也

下

原

健

史

山

岸

功

治

指
南
役

副
指
南
役

行
頭
　
衣
裳
方

師

匠

師
匠
見
習

稚

児

太
平
楽

色

香

安

摩

二
の
舞

陵

王

納
蘇
利

獅

子

座
頭
の
坊

太平楽太平楽

稚児舞稚児舞

▶
十
番
「
抜
頭
」

◀
七
番
「
安
摩
」

古式十二段舞楽奉仕者御芳名
（敬称略）
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▶
八
番「
二
の
舞
」 

故
事
こ
と
わ
ざ
の「
二
の
舞
を
演
じ
る
」の

　
語
源
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

◀
「
舞
揃
い
」 

奉
奏
前
に
念
入
り
に
最
終
確
認
を
し
ま
す

各地区よりご奉仕の御神宝奉持者の皆様▲

だいこく様役でのご奉仕▲ 勅使役　JA静岡中央会会長　鈴木勝様▲ ▲フォトグラファー西村裕介様による
　写真集「The folk 2」撮影風景

原
田
多
加
資

山

出

夢

莉

菅

沼

弥

央

山

本

　

凜 

永

田

美

琴

巫
女
舞
奉
仕
者
御
芳
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

指
南
役

奉
仕
者

森町指定無形民俗文化財巫女舞
　当社の巫女舞（御神楽）は、天正18年（1590）
の「遠州小國一宮天宮神領之事」が初見で、
400余年の伝統を誇ります。
　延宝6年（1678）の配当帳に「御子　式部・蔵
人・靱負・斎」とあり、すでに近世初期には
4人の舞となっていたと記され、現在でもその
形は継承されています。
　現在の指南役、原田多加資様は伝統文化の継
承に尽力されています。

末社塩井神社の垢離祭から始まる様々な祭典風景をご紹介
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清浄な灯りをご神前に
㈱
阿
部　
　
　
　

栃
木
県

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

大
石
糀
店　
　
　

森　

町

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

　
　
　
　
　
　
　

福
島
県

大
沼
建
設
㈱　
　

森　

町

岡
野
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
小
倉
商
店　
　

森　

町

春
日
屋
青
果
店　

袋
井
市

京
都
奉
製
㈱　
　

京
都
府

倉
見
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
さ
の
や
会
館
あ
し
か
び

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈱
三
愛
工
芸　
　

茨
城
県

㈱
三
永　
　
　
　

森　

町

㈱
松
鶴　
　
　
　

袋
井
市

榛
葉
工
芸　
　
　

島
田
市

セ
コ
ム
㈱　

磐
田
支
社

　
　
　
　
　
　
　

磐
田
市

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

　
　

エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

袋
井
市

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈱
長
谷
川
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県

常
陸
神
宝
㈱　
　

茨
城
県

㈱
丸
井
紙
店　
　

山
梨
県

み
ど
り
写
真
館　

森　

町

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県

リ
リ
ー
フ
㈱　
　

森　

町

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

神
賑
わ
い
の
灯
り
雪
洞
献
燈

・
兼
題
「
御
代
替
り
」

　

小
池
ま
さ
子　
　

宮
本　

幸
子

　

髙
木　

弘
年　
　

加
藤
あ
や
子

　

川
嶋　

ひ
で　
　

牧
野
百
里
子

・
兼
題
「
平
成
」

　

小
池
ま
さ
子　
　

加
藤
あ
や
子

　

髙
木　

弘
年　
　

川
嶋　

ひ
で

　

牧
野
百
里
子　
　

河
野　

久
子

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
と
ま
ち
夢
小
径

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

遠
州
森
鈴
木
農
園
㈱

か
ん
な
び

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

㈱
久
米
吉

あ
さ
ひ
な
㈱

㈲
太
田
茶
店

㈱
伸
孝

保
食
や

㈱
ダ
イ
ゴ

青
木
恒
産

㈲
朝
比
奈
造
園

胡
祉
斎

㈱
鈴
木
建
装

友
誠

㈲
西
尾
工
務
店

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院 

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱
静
岡
工
場

松
田
歯
科
医
院

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場

㈲
ア
マ
ノ

㈱
太
雄
工
業

㈲
大
井
製
作
所

西
村
医
院

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川

烏
骨
鶏
苑

金
山
化
成
㈱
シ
ズ
オ
カ
工
場

大
同
D
M
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

㈱
山
本
環
境
整
備

㈱
菓
匠　

あ
さ
お
か 

松
浦
製
茶
㈱

野
口
園

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　

中
村　

登

　
　
　
　
　
　

中
村
金
子

㈲
富
士
鉄
工

㈱
八
幡
屋
茶
舗

松
ヶ
谷
診
療
所

亀
山
鋹
男

小
國
神
社　

敬
神
婦
人
会

小
國
神
社　

氏
子
青
年
会

遠
州
み
も
ろ
焼

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
㈱

神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

旭
自
動
車

㈱
デ
イ
ト
ナ

㈲
北
島
電
気
工
業

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱ 

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
遠
中
サ
ー
ビ
ス

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

㈲
今
泉
土
木

か
ね
と
よ
㈱

カ
ル
ト
㈱

㈱
ツ
カ
モ
ト

㈲
エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ 

田
中
屋
酒
店

㈱
ハ
マ
ネ
ツ
森
工
場

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松

中
井
商
事
㈱
森
工
場

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木

長
谷
川
建
具
店

マ
ル
ミ
塗
装

日
本
工
機
㈱

木
創
工
房　

森
童

暁
雲
窯

清
水
商
店

鈴
木
土
建
㈱

真
田
の
森

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン  

タ
カ
ヤ
ナ
ギ

cafe

も
り
ま
ち

高
柳
米
穀
店

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸

㈲
遠
州
ボ
デ
ー

髙
木
建
築

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房

フ
ロ
レ
ス
タ
フ
ァ
ブ
リ
カ

さ
く
ら
水
道

㈲
萩
原
造
園

㈲
渡
辺
防
水
工
事

㈲
タ
カ
ギ
商
会

㈲
す
ず
き
工
業

鈴
伍
酒
店

遠
州
中
央
農
協
園
田
支
店

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ

㈱
関
東
甲
信
ク
ボ
タ

　
　
　
　

遠
州
森
営
業
所

森
の
び
よ
う
し
つ

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室

㈲
多
米
建
設

美
容
室
た
け
し
の
店

一
ノ
宮
郵
便
局

㈲
栄
産
業

入
鹿
ハ
ム

㈲
金
原
石
油

加
藤
修
・
孝
尚
事
務
所

㈱
家
本
工
務
店

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

建
機
工
業
㈱

乗
松
刃
物

鈴
木
美
容
院

こ
っ
こ
屋

な
か
ね
美
容
室

楽
酒
処　

駿

東
京
理
容

工
房
Ｈ
Ａ
Ｌ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　

パ
ス
ト
ラ
ー
レ

㈱
ア
イ
ム
フ
ァ
イ
ン

豊
一
商
店

㈲
共
栄
土
建

㈲
石
田
茶
店

㈱
日
本
温
装
工
業

㈲
鈴
木
次
郎
商
店

㈱
袴
田
製
作
所
森
町
工
場 

栗
田
商
店

百
々
や献

詠
ご
芳
名
敬
称
略

順
不
同

（

）

清大
前
を
照
ら
す
御
神
燈
献
燈

　

本
年
の
例
祭
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
よ
り
、
御
神
燈
と
雪
洞
を
献
燈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

灯
り
に
は
元
来
「
火
」
が
つ
き
も
の
で
「
火
」
は
清

め
祓
い
に
用
い
る
清
浄
な
も
の
で
す
。

 

ま
た
私
た
ち
の
祖
先
は
「
火
」
そ
の
も
の
が
諸
霊
を

呼
び
、
そ
れ
ら
が
依
り
付
く
と
も
考
え
て
き
ま
し
た
。

 

大
前
に
灯
り
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
照
明
と
し
て
の

意
味
と
、
ご
神
域
を
清
浄
に
整
え
る
二
つ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。 浄

な
灯
り
を
ご
神
前
に

ご　
　

し
ん　

 

と
う
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特別寄稿

小さな野生蘭が物語ること

　

私
は
大
学
で
植
物
の
遺
伝
的
多
様
性
を
調

べ
て
い
る
駆
け
出
し
の
研
究
者
で
す
。
現
在

研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
植
物
の
ひ
と
つ
に
、

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
（
姫
双
葉
蘭
）
と
い
う
野

生
蘭
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
は
全

国
的
に
珍
し
い
植
物
で
、
静
岡
県
で
も
「
学

術
上
・
自
然
保
護
上
注
目
す
べ
き
種
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
予
て
か
ら
静
岡
県

で
の
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
の
調
査
を
希
望
し
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
珍
種
の
た
め

野
生
し
て
い
る
場
所
に
出
会
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
静
岡

県
内
の
植
物
調
査
を
さ
れ
て
い
る
大
石
満
先

生
か
ら
の
情
報
で
、
「
小
國
神
社
の
社
叢
林

の
中
に
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
が
大
群
落
を
作
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。 

　

平
成
31
年
４
月
、
念
願
か
な
っ
て
現
地
を

訪
問
し
、
小
國
神
社
の
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
群

落
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
稿
で
は
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
こ
の
野

生
蘭
の
紹
介
を
通
じ
て
、
個
性
に
富
ん
だ
生

き
物
が
本
社
叢
林
に
息
づ
い
て
い
る
意
味
に

つ
い
て
、
私
が
感
じ
た
と
こ
ろ
を
書
か
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

そ
の
日
は
よ
く
晴
れ
た
天
気
で
、
小
國
神

社
境
内
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
今
が
盛
り
と
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
そ
の
華

や
ぎ
か
ら
外
れ
て
、
私
た
ち
は
宮
川
沿
い
の

歩
道
を
奥
の
方
へ
と
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

木
々
の
冠
か
ら
漏
れ
た
光
は
地
面
に
や
さ
し

く
届
き
、
川
か
ら
の
湿
り
気
を
含
ん
だ
風
が

穏
や
か
に
流
れ
ま
す
。
歩
道
脇
は
丁
寧
に
手

入
れ
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
小
さ
な
植

物
の
成
長
を
妨
げ
る
よ
う
な
落
枝
や
雑
木
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
歩
い
て
い
て
清
々
し
い

気
持
ち
に
な
る
道
で
す
。

　

ま
も
な
く
、
歩
道
の
す
ぐ
脇
に
ヒ
メ
フ
タ

バ
ラ
ン
が
現
れ
て
き
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

場
所
に
よ
っ
て
は
株
が
列
を
な
し
、
足
の
踏

み
場
も
な
い
ほ
ど
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
調
査
に
ご
同
行
頂
い
た
大
石
満

先
生
、
「
小
國
神
社
の
花
々
」
を
著
さ
れ
た

坂
部
哲
之
先
生
か
ら
歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
の

密
度
で
し
た
。
私
も
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
で

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
小

國
神
社
ほ
ど
個
体
数
の
多
い
群
落
は
初
め
て

で
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
ヒ
メ
フ
タ

バ
ラ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
社
叢
林
が
た
い
へ

ん
居
心
地
の
よ
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

蘭
と
い
い
ま
す
と
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
カ

ト
レ
ア
の
よ
う
に
豪
華
に
咲
き
誇
る
種
類
を

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ヒ
メ
フ
タ
バ

ラ
ン
は
茶
褐
色
の
花
を
咲
か
せ
る
目
立
た
な

い
野
生
蘭
で
す
。
「
フ
タ
バ
ラ
ン
」
と
い
う

名
前
は
、
２
枚
の
葉
を
対
で
着
け
る
こ
と
に

由
来
し
ま
す
（
写
真
３
・
上
段
）
。
ま
た

「
ヒ
メ
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
面
を

眺
め
て
歩
い
て
い
な
け
れ
ば
見
過
ご
し
て
し

社
叢
林
に
広
が
る

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
の
群
落

蘭
と
は
思
え
な
い
奇
妙
な
花

写真１写真１

し
ゃ
そ
う
り
ん



9

阪口翔太
主に、植物多様性が歴史的にどのように形成さ
れ、環境に適応してきたかを、フィールド調査
をもとにデータ採取、分析し研究する。他にも
ニホンジカの過採食で荒廃した植生の保全活動に取り組む。
■著　書■
「系統地理学　DNAで解き明かす生きものの自然史」
「中尾佐助　照葉樹林文化論」の展開－多角的視座からの位置づけ
「地図でわかる　樹木の種苗移動ガイドライン」（分担執筆）

プロフィール
京都大学　大学院
人間・環境学研究科　助教

　

私
は
大
学
で
植
物
の
遺
伝
的
多
様
性
を
調

べ
て
い
る
駆
け
出
し
の
研
究
者
で
す
。
現
在

研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
植
物
の
ひ
と
つ
に
、

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
（
姫
双
葉
蘭
）
と
い
う
野

生
蘭
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
は
全

国
的
に
珍
し
い
植
物
で
、
静
岡
県
で
も
「
学

術
上
・
自
然
保
護
上
注
目
す
べ
き
種
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
予
て
か
ら
静
岡
県

で
の
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
の
調
査
を
希
望
し
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
珍
種
の
た
め

野
生
し
て
い
る
場
所
に
出
会
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
静
岡

県
内
の
植
物
調
査
を
さ
れ
て
い
る
大
石
満
先

生
か
ら
の
情
報
で
、
「
小
國
神
社
の
社
叢
林

の
中
に
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
が
大
群
落
を
作
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。 

　

平
成
31
年
４
月
、
念
願
か
な
っ
て
現
地
を

訪
問
し
、
小
國
神
社
の
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
群

落
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
稿
で
は
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
こ
の
野

生
蘭
の
紹
介
を
通
じ
て
、
個
性
に
富
ん
だ
生

き
物
が
本
社
叢
林
に
息
づ
い
て
い
る
意
味
に

つ
い
て
、
私
が
感
じ
た
と
こ
ろ
を
書
か
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

そ
の
日
は
よ
く
晴
れ
た
天
気
で
、
小
國
神

社
境
内
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
今
が
盛
り
と
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
そ
の
華

や
ぎ
か
ら
外
れ
て
、
私
た
ち
は
宮
川
沿
い
の

歩
道
を
奥
の
方
へ
と
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

木
々
の
冠
か
ら
漏
れ
た
光
は
地
面
に
や
さ
し

く
届
き
、
川
か
ら
の
湿
り
気
を
含
ん
だ
風
が

穏
や
か
に
流
れ
ま
す
。
歩
道
脇
は
丁
寧
に
手

入
れ
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
小
さ
な
植

物
の
成
長
を
妨
げ
る
よ
う
な
落
枝
や
雑
木
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
歩
い
て
い
て
清
々
し
い

気
持
ち
に
な
る
道
で
す
。

　

ま
も
な
く
、
歩
道
の
す
ぐ
脇
に
ヒ
メ
フ
タ

バ
ラ
ン
が
現
れ
て
き
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

場
所
に
よ
っ
て
は
株
が
列
を
な
し
、
足
の
踏

み
場
も
な
い
ほ
ど
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
調
査
に
ご
同
行
頂
い
た
大
石
満

先
生
、
「
小
國
神
社
の
花
々
」
を
著
さ
れ
た

坂
部
哲
之
先
生
か
ら
歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
の

密
度
で
し
た
。
私
も
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
で

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
小

國
神
社
ほ
ど
個
体
数
の
多
い
群
落
は
初
め
て

で
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
ヒ
メ
フ
タ

バ
ラ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
社
叢
林
が
た
い
へ

ん
居
心
地
の
よ
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

蘭
と
い
い
ま
す
と
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
カ

ト
レ
ア
の
よ
う
に
豪
華
に
咲
き
誇
る
種
類
を

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ヒ
メ
フ
タ
バ

ラ
ン
は
茶
褐
色
の
花
を
咲
か
せ
る
目
立
た
な

い
野
生
蘭
で
す
。
「
フ
タ
バ
ラ
ン
」
と
い
う

名
前
は
、
２
枚
の
葉
を
対
で
着
け
る
こ
と
に

由
来
し
ま
す
（
写
真
３
・
上
段
）
。
ま
た

「
ヒ
メ
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
面
を

眺
め
て
歩
い
て
い
な
け
れ
ば
見
過
ご
し
て
し

ま
う
く
ら
い
小
さ
な
植
物
で
す
。

　

花
を
拡
大
し
た
写
真
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
て
も
複
雑
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
（
写
真

３
下
段
）
。
花
の
中
心
に
は
黄
色
い
花
粉
の

塊
が
見
え
て
い
ま
す
。
花
弁
が
そ
の
周
り
を

取
り
囲
み
ま
す
が
、
一
部
は
２
本
に
分
か
れ

て
下
方
に
伸
び
て
い
ま
す
。
私
に
は
こ
の
ヒ

メ
フ
タ
バ
ラ
ン
の
花
が
、
足
を
伸
ば
し
た
人

間
の
姿
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
、
皆
様

の
目
に
は
ど
う
映
る
で
し
ょ
う
か
？
ヒ
メ
フ

タ
バ
ラ
ン
が
こ
の
よ
う
な
形
の
花
を
咲
か
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
花
粉
を
媒
介
す
る
昆
虫
と
の

関
係
が
あ
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然

が
生
み
出
し
た
造
形
は
奥
深
く
、
植
物
研

究
者
と
し
て
探
求
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

私
た
ち
人
間
の
顔
や
血
液
型
が
個
人
で
異

な
る
の
は
、
体
の
細
胞
に
含
ま
れ
る
「
遺
伝

子
」
に
個
人
差
が
あ
る
か
ら
で
す
。
人
間
に

比
べ
る
と
単
純
な
作
り
を
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
植
物
で
あ
っ
て
も
、
実
は
遺
伝
子
の

数
は
数
万
個
も
あ
り
人
間
と
さ
ほ
ど
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
植
物
に
も
遺
伝
子
に

裏
打
ち
さ
れ
た
個
性
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

小
國
神
社
の
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
を
ひ
と
株
ず

つ
観
察
し
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
写
真
３
（
下
段
）
に
は
２
個
体

の
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
の
花
を
示
し
ま
し
た
が
、

典
型
的
な
茶
褐
色
の
ほ
か
に
緑
色
の
花
弁
を

も
つ
個
体
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
葉
の
形
や

色
味
に
も
個
性
が
あ
り
、
細
長
い
葉
を
も
つ

も
の
か
ら
中
央
に
白
い
筋
が
入
る
株
も
あ
り

ま
す
。
隣
り
合
っ
て
生
え
て
い
て
も
顔
形
が

違
う
こ
と
に
気
付
く
と
、
小
さ
な
野
草
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
が
一
層
愛
お
し
く
思
え
て
く
る

も
の
で
す
。

 

で
は
、
ど
う
し
て
小
國
神
社
の
ヒ
メ
フ
タ

バ
ラ
ン
は
こ
れ
ほ
ど
個
性
が
豊
か
な
の
で

し
ょ
う
か
？
先
に
書
い
た
よ
う
に
生
物
の
形

は
遺
伝
子
が
司
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
社
叢
林

の
群
落
に
は
多
様
な
タ
イ
プ
の
遺
伝
子
を
も

つ
個
体
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

こ
う
し
た
遺
伝
的
な
多
様
性
は
、
一
朝
一
夕

で
生
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
千

年
、
何
万
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
通
し
て
、

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
が
世
代
を
重
ね
る
な
か
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
そ
の
多
様

性
が
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
た
め
に
は
、

群
落
の
中
に
た
く
さ
ん
の
個
体
が
生
活
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
体
の
数
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
異
な
る
個
性
を
も
っ
た

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
同
士
で
繁
殖
す
る
機
会
が

増
え
る
か
ら
で
す
。

 

小
國
神
社
の
社
叢
林
は
神
域
と
し
て
厳
格

に
保
護
さ
れ
な
が
ら
、
人
の
手
に
よ
っ
て
丁

寧
に
管
理
さ
れ
て
き
た
環
境
で
す
。
人
と
自

然
が
う
ま
く
調
和
し
た
こ
の
環
境
が
ヒ
メ
フ

タ
バ
ラ
ン
の
個
体
数
を
保
ち
、
個
性
に
富
ん

だ
ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
群
落
を
育
ん
で
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
叢
林

の
環
境
が
維
持
さ
れ
、
そ
の
木
陰
に
ヒ
メ
フ

タ
バ
ラ
ン
が
咲
き
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

植
物
に
も
個
性
が
あ
る

ヒ
メ
フ
タ
バ
ラ
ン
の
個
性
を

育
む
社
叢
林
の
歴
史
と
環
境

写真２写真２

写真３写真３



10

　
四
月
十
五
日
㈪
、
当
社
の
崇
敬
者

で
日
本
を
代
表
す
る
森
町
出
身
の
書

家
　
杭
迫
柏
樹
先
生
の
故
郷
へ
の
強

い
想
い
を
受
け
て
、
こ
の
度
、
書
道

を
通
じ
た
文
化
興
隆
を
目
指
す
「
興

静
会
」
（
こ
う
せ
い
か
い
）
を
発
会

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
会
の
設
立
に
あ
た
り
、
最
高
顧

問
に
は
、
静
岡
県
知
事
川
勝
平
太
様
、

顧
問
に
は
、
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫

会
長
高
木
昭
三
様
、
森
町
長
太
田
康

雄
様
、
豊
田
肥
料
㈱
代
表
取
締
役
社

長
豊
田
富
士
雄
様
、
会
長
に
は
、
当

社
宮
司
打
田
文
博
、
副
会
長
に
は
、

袋
井
商
工
会
議
所
専
務
理
事
鈴
木
満

明
様
、
㈱
鈴
木
長
十
商
店
取
締
役
社

長
鈴
木
康
之
様
、
森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長
村
松
藤
雄
様
に
ご
就
任

い
た
だ
き
、
当
日
は
六
十
余
名
の
会

員
が
参
加
の
も
と
報
道
各
社
も
詰
め

か
け
る
な
か
、
発
会
式
を
盛
大
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

正式参拝　玉串拝礼▲
杭迫柏樹先生（左）・森町長太田康雄様（右）　

興静会副会長　袋井商工会議所▲
専務理事　鈴木満明様　

興静会顧問　浜松いわた信用金庫▲
会長　高木昭三様　

　
席
上
揮
毫
を
さ
れ
た
杭
迫
柏
樹
先
生

◀
会
場
の
空
気
が
一
気
に
張
り
詰
め
ま
し
た

「
書
家
と
し
て
の
修
行
時
代
、
活
躍
の
時
代
を
経
て
、

　
今
は
恩
返
し
の
時
代
に
入
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

“興静会” 発会式

『
書
』
を
通
し
て
、「
郷
里
」「
国
」「
世
界
」の
文
化
興
隆
へ
貢
献

書
　
家  

杭 

迫 

柏 

樹



11

　
杭
迫
先
生
は
、
森
町
に
生
ま
れ
、
幼

少
よ
り
書
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
に
書
家
と
し
て
の
学
び

の
場
を
京
都
に
移
し
、
以
来
「
書
」
の

研
鑽
を
積
ま
れ
、
多
く
の
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
平
成
十
九
年
に
は
、

「
書
」
の
最
高
峰
と
讃
え
ら
れ
る
『
日

本
芸
術
院
賞
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
を
機
に
、
先
生
は
、
「
書

を
通
し
て
、
郷
里
の
文
化
興
隆
に
残
世

を
捧
げ
た
い
。
と
の
強
い
気
持
ち
が
日

ご
と
に
昂
ま
り
ま
し
た
。
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

▲新元号「令和」の書をご奉納いただきました

▶
興
静
会
会
長
　
打
田
宮
司
に
よ
る
挨
拶

「
書
を
通
し
て
、

郷
里
の
文
化
興
隆
に

残
世
を
捧
げ
た
い
」

の
こ
り   

よ

杭迫柏樹

　昭和9年、静岡県周智郡森町に生まれる。幼
少より書に親しみ、毎日大きな硯に大量の墨を
すり、なくなるまで書くほどに熱中する。
　書家を志し、京都学芸大学美術科（書専攻）
へ入学、卒業。現代書道の巨匠、村上三島に師

事、後に日展初入選を果たす。本格的な書
家としての活動のため、教職の辞職を決意。
以後、日展内閣総理大臣賞（平成17年）、
日本芸術院賞（平成20年）、京都府文化功
労章（平成22年）、紺綬褒章（平成26年）
など多数の賞を受賞。日本を代表する書家
として、国内外で活躍中。

○ 現　職 ○
（公社）日展名誉・特別会員・（公社）日
本書芸院名誉顧問・（公社）全日本書道連
盟顧問・（公財）全国美術振興会顧問・読
売書法会最高幹部会会議議長・顧問
など多数

プロフィール
書 家
くい   せこ   はく   じゅ

『
富
士
山（
石
川
丈
山
）』額  

静
岡
県
庁

『
豪
爽
』額  

県
立
遠
江
総
合
高
等
学
校

『
敬
神
崇
祖
』碑  

小
國
神
社
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令
和
元
年
五
月
一
日
、
天
皇
陛
下
の
ご

即
位
に
伴
い
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
と
改
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
慶
事
に

日
本
中
に
祝
福
の
和
が
広
が
り
、
世
界
各

国
か
ら
も
暖
か
い
祝
意
が
次
々
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
新
元
号
「
令
和
」
は
、
国
書
「
万
葉

集
」
を
典
拠
と
し
た
日
本
初
の
元
号
で
す
。

　
万
葉
集
は
、
一
二
〇
〇
年
あ
ま
り
前
に

編
纂
さ
れ
た
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
と

と
も
に
、
天
皇
や
皇
族
、
貴
族
だ
け
で
な
く

防
人
や
農
民
ま
で
幅
広
い
階
層
の
人
々
が
詠

ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
、
我
が
国
の
豊
か
な
国

民
文
化
と
長
い
伝
統
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
「
令
和
」
に
込
め
ら
れ
た
理
想

は
、
『
様
々
な
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合

う
こ
と
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
ち
、
そ
の
悠

久
の
歴
史
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
な
ど

の
日
本
の
国
柄
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
』

こ
と
で
あ
る
と
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
「
令
和
」
へ
の
祈

り
や
理
想
を
込
め
た
渾
身
の
「
書
」
奉
納

作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
作
品
の
審

査
は
、
日
本
を
代
表
す
る
書
家
杭
迫
柏
樹

先
生
、
中
澤
皐
揚
先
生
そ
し
て
、
当
社
宮

司
が
行
い
ま
す
。

　
書
体
・
書
風
は
全
て
自
由
で
す
。
ご
奉

納
参
加
資
格
は
全
人
類
で
国
籍
も
性
別
も

問
い
ま
せ
ん
。

　
作
品
は
、
小
國
神
社
に
奉
納
さ
れ
、
令
和

年
間
を
通
し
て
保
管
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
興
静
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

新しい御代「令和」の時代の幕開け

新
元
号「
令
和
」書
　
奉
納
大
会
を
開
催

れ
い
　
　
　 

わ

心
に
沸
き
立
つ「
希
望
」を「
書
」で

　
　
　
　
　
　
　
　
　  
　
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

人
々
が
美
し
く
心
寄
せ
合
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
が
生
ま
れ
育
つ

主
　
催

協
　
力興

静
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

　
今
後
、
先
生
の
熱
誠
に
応
え

る
べ
く
、
当
会
で
は
、
左
記
の

よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
へ
の
作
品
奉
納

　
及
び
寄
贈

○
新
元
号
「
令
和
」
書

　
奉
納
大
会

○
揮
毫
機
会
の
創
出

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
・

　
研
究
懇
談
会
等
の
開
催

○
筆
塚
の
建
立
と
筆
感
謝
祭
・

　
筆
供
養
な
ど
の
開
催

○
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
な
ど
。

アメリカ合衆国在住▲
bongioviさんご一家　

平成31年4月1日▲
新元号発表についての首相談話様子　

入
会
の
ご
案
内
、「
令
和
」
書
奉

納
大
会
の
ご
案
内
、
ご
相
談
は

興
静
会
事
務
局（
小
國
神
社
内
）

（
〇
五
三
八
）八
九
ー
七
三
〇
二

年
会
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円

─ 

電
　
　
話 

─

奉
納
受
付
期
間
：
令
和
元
年
七
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
／
奉
納
料
一
点
に
つ
き
五
〇
〇
円
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々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
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社
頭

  
動
静

　
五
月
一
日
に
天
皇
陛
下
が
御
即
位

遊
ば
さ
れ
、
新
し
い
御
代
「
令
和
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
我
が
国

の
慶
事
を
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
御
即
位
当
日
の
早
朝
五
時
三
十
分

に
は
、
明
神
通
り
振
興
会
の
ご
奉
納

に
よ
る
、
天
皇
陛
下
の
御
即
位
と
新

た
な
御
代
を
お
祝
い
す
る
巨
大
な
横

断
幕
を
二
の
鳥
居
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
践
祚
改
元
奉
告
祭
（
天

皇
陛
下
の
御
即
位
に
よ
り
元
号
が
改

ま
っ
た
こ
と
を
小
國
大
神
様
に
お
伝

え
し
、
更
な
る
ご
皇
室
の
弥
栄
を
祈

る
祭
祀
）
を
責
任
役
員
・
総
代
・
氏

子
崇
敬
者
の
参
列
の
も
と
、
厳
粛
に

執
り
行
い
ま
し
た
。

　
境
内
で
は
、
記
帳
所
を
開
設
、
期

間
中
に
七
、
〇
〇
〇
人
以
上
の
皆

さ
ま
が
奉
祝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

後
日
、
こ
ち
ら
の
芳
名
帳
は
神
社

本
庁
を
通
し
て
宮
内
庁
へ
お
届
け

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
令
和
」
の
元
号
を
焼

き
入
れ
た
祝
い
菓
子
「
三
笠
山
」

を
数
量
限
定
で
振
る
舞
い
、
こ
ち

ら
も
大
変
好
評
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
日
よ
り
開
始
し
た

「
奉
祝
　
天
皇
陛

下
御
即
位
」
の
金

印
を
押
印
し
た
ご

朱
印
に
は
、
長
蛇

の
列
が
で
き
、
小

國
神
社
史
上
初
の

状
況
と
な
り
ま
し

た
。

　
ご
参
拝
の
皆
さ

ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
た
点
も

多
々
あ
っ
た
か
と

存
じ
ま
す
が
、
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
事
故
や
大
き
な
混
乱
無
く
、
平

穏
無
事
に
新
た
な
御
代
が
幕
を
開

け
、
皆
様
と
と
も
に
、
奉
祝
の
誠

を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奉祝の空気に包まれた社頭の様子▲ 践祚改元奉告祭にご参列の皆さま▲

祝菓子を振る舞う職員▲ ご朱印をお受けになる皆さま▲
門前の鳥居近くまで伸びた列　

令
和
元
年
五
月
一
日

　

奉
祝
天
皇
陛
下
御
即
位

新
し
い
御
代
を
祝
う
社
頭
の
賑
い

▶
静
岡
木
工
様
が
天
皇
陛
下
御
即
位

　
を
奉
祝
し
、
奉
製
し
た
お
神
札
立

　
て
。
当
日
の
祈
祷
申
込
者
一
〇
〇

　
名
に
無
料
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　
奉
祝
記
念
の
ご
朱
印
を

◀
受
け
ら
れ
た
方

▶
早
朝
に
掲
げ
ら
れ
た
奉
祝
横
断
幕

悠
久
の
歴
史
、
薫
り
高
き
文
化
そ
し
て

　
　“

日
本
の
国
柄„

を
新
た
な
時
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く

奉
祝
の
空
気
に
包
ま
れ
た

社
頭
の
賑
わ
い

せ
ん    

そ     

か
い  

げ
ん   

ほ
う   

こ
く   

さ
い

さ
い    

し
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三
月
十
六
日
㈯
に
㈱
庭
政
　
鈴
木
志
郎
様
に
よ
り
、
樹

齢
三
〇
余
年
の
「
い
ろ
は
も
み
じ
」
を
ご
奉
納
賜
り
、
摂

社
宗
像
社
が
鎮
ま
る
、
事
任
池
の
竹
生
島
に
植
栽
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
事
任
池
は
、
水
面
に
反
射
し
た
赤
い
橋
を
撮
影

で
き
る
美
し
い
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
国
内
外
よ
り

人
気
が
あ
り
多
く
の
方
が
撮
影
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
ご
奉
納
に
よ
り
、
美
し
い
景
観
が
さ
ら
に
引

き
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
前
が
美
し
く
華
や
か
に
な
り
、
宗
像
社
の
女
神
様
た

ち
も
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
㈱
庭
政
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ろ
は
も
み
じ
の
ご
奉
納

い
ろ
は
も
み
じ
の
ご
奉
納

こ
　
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
㈰
か
ら
の
十
日
間
、
研

修
室
に
お
い
て
当
社
公
式
W
E
B
サ
イ
ト
で
公
開
中
の
特

設
ム
ー
ビ
ー
「
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば
」
の
原
画
展
（
主

催
：
日
本
の
神
話
に
親
し
む
会
・
協
力
小
國
神
社
）
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
約
一
二
〇
〇
名
の
人
々
が
訪
れ
、
大
祓
詞

の
深
遠
な
世
界
観
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
、
日
本
の
神
話
や
伝
統
、
地
域
の
逸
話
な

ど
に
親
し
む
こ
と
は
、
「
徳
育
」
の
一
つ
と
し
て
も
、
そ

の
有
効
性
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

徳
育
と
は…

「
知
育
」・「
体
育
」
と
並
び
教
育
の
重
要

な
分
野
で
す
。

ム
�
ビ
�
﹁
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば
﹂

原
画
展
の
開
催

ム
�
ビ
�
﹁
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば
﹂

原
画
展
の
開
催

　
三
月
二
十
八
日
㈭
に
約
一
〇
〇
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参

列
い
た
だ
き
、
初
甲
子
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
初
甲
子
祭
は
、
寒
明
け
最
初
の
甲
子
の
日
に
行
い
ま

す
。
甲
子
の
日
は
、
ご
祭
神
大
己
貴
命
（
お
お
な
む
ち

の
み
こ
と
）
が
「
国
作
り
」
を
始
め
ら
れ
た
吉
日
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
ご
本

殿
の
廻
り
を
歩
き
、
本
殿
階
下
に
特
別
に
設
え
た
、
だ

い
こ
く
様
の
宝
器
「
打
出
の
小
槌
」
を
手
に
取
り
、

日
々
の
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。

　
お
参
り
を
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
一
様
に
穏
や
か
な
表
情

を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

初
甲
子
祭
の
斎
行

初
甲
子
祭
の
斎
行

　
四
月
十
六
日
㈫
に
献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
献
茶
祭
で
は
、
薫
り
高
い
銘
茶
の
産
地
森
町
で
茶
業

を
営
む
方
々
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
『
小
國
神
社
献
茶

会
』
が
出
来
た
て
の
新
茶
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、
国

の
平
安
、
国
民
の
繁
栄
、
そ
し
て
茶
業
の
振
興
を
祈
り

ま
す
。

　
本
年
は
煎
茶
道
静
風
流
守
本
湖
堂
様
、
天
野
智
堂
様

よ
り
お
点
前
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
森
町
茶
商
組
合

長
松
浦
芳
雄
様
、
森
町
長
太
田
康
雄
様
を
始
め
、
ご
関

係
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列
賜
り
ま
し
た
。

献
茶
祭
の
斎
行

献
茶
祭
の
斎
行

　
㈱
庭
政
様
に
よ
る

◀
い
ろ
は
も
み
じ
の
ご
奉
納

▶
献
茶
祭
　
薫
り
高
い
新
茶
を

　
ご
神
前
に
お
供
え
い
た
し
ま
す

　
菊
川
市
市
長
太
田
順
一
様
（右）

　
国
土
交
通
省
浜
松
河
川

◀
国
道
事
務
所
所
長
田
中
里
佳
様
（左）

▲初甲子祭　打出の小槌で身体を
　撫でご加護をいただきます

▲おおはらえのことば原画展
　作者たたらなおき様によるワークショップ開催

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

と
ま
ち
池
に
新
た
な

フ
�
ト
ス
ポ
�
ト
が
誕
生

だ
い
こ
く
様
の
お
近
く
で
い
た
だ
く
�

特
別
な
ご
加
護
を

古
の
祝
詞
が
教
え
て
く
れ
た
の
は
�

清
ら
か
な
心
を
尊
ぶ
日
本
人
の
姿

季
節
の
恵
み
﹁
福
徳
神
饌
茶
﹂
を
大
神
様
に

供
え
日
々
の
感
謝
を
伝
え
�
さ
ら
な
る
ご
加
護
を

こ
と
ま
ち
い
け

の
り
と

▲独立行政法人日本政府観光局理事
　柏木隆久様ご一行のご参拝

ご 参 拝 の 皆 様ご 参 拝 の 皆 様
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宮
川
沿
い
の
青
葉
も
み
じ
を
眺
め
な
が
ら
ス

ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
古
木
が
立
ち
並
ぶ
散
策
路
で
の

森
林
浴
は
格
別
な
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
す
。

　
「
森
林
浴
」
は
昭
和
五
十
七
年
に
日
本
に
お

い
て
提
唱
さ
れ
た
健
康
法
で
す
。
現
在
で
は
、

「shinrin-yoku

」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
中
心

と
し
て
各
国
に
も
浸
透
し
て
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
科
学
的
根
拠
が
数
多
く
示
さ
れ
、

ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー

の
改
善
や
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
、

な
ど
の
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

夏
詣
�
森
林
浴
の
ス
ス
メ

夏
詣
�
森
林
浴
の
ス
ス
メ

小
國
の
杜
で
過
ご
す

癒
や
し
の
ひ
と
と
き

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
　
ア
ク
セ
ス

▶
本
宮
山
青
葉
祭

　

本
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
が

　

ご
登
拝
に
な
り
ま
し
た

▶
静
岡
県
観
光
協
会

　

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
取
材

な
つ
も
う
で

　
五
月
六
日
㈪
十
一
時
、
爽
や
か
な
薫
り
が
心
地
良
い
黒
文

字（
ク
ロ
モ
ジ
）の
木
で
飾
っ
た
、
本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
の
大

前
で
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
責
任
役
員
の
皆
さ
ま

を
始
め
氏
子
崇
敬
者
約
一
〇
〇
名
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
。

　
祭
典
後
に
は
、
特
別
に
奉
製
し
た
お
神
札
を
お
わ
か
ち
し
、

山
頂
か
ら
の
美
し
い
遠
州
灘
を
望
み
な
が
ら
古
式
神
酒
と
初

鰹
の
刺
身
を
い
た
だ
き
、
大
神
様
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
月
、
六
日
の
九
時
三
十
分
頃
か
ら
月
次
祭
（
国
と
地
域

の
平
安
と
、
氏
子
崇
敬
者
の
安
泰
を
祈
る
お
祭
り
で
、
こ
の

日
に
お
参
り
す
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
ど
な
た
で
も
ご
参
列
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ご
登
拝
下
さ
い
。
本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
へ
の

ア
ク
セ
ス
は

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

爽
や
か
な
初
夏
の
風
が
吹
く
�
青
葉
薫
る
本
宮
山

　
本
年
も
、
四
月
二
十
七
日
よ
り
十
日
間
、
「
小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し
と

神
の
た
な
展
」
（
主
催
㈲
静
岡
木
工
・
神
棚
の
里
／
協
力
　
小
國
神
社
）
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
『
神
さ
ま
と
暮
ら
す
丁
寧
な
生
き
方
』
を
提
案
、
神
だ
な
や

神
具
な
ど
を
丁
寧
に
紹
介
し
、
販
売
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
展

示
で
は
、
テ
ー
マ
を
「
元
号
」
と
し
、
そ
の
歴
史
や
文
化
的
意
義
な
ど
を
学

び
、
ご
皇
室
の
祈
り
の
伝
統
に
触
れ
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
ご
来
場
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
「
ご
皇
室
の
祈
り
の
伝
統
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

家
庭
に
お
け
る
祈
り
の
継
承
が
大
切
な
こ
と
だ
と
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
」

と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
七
，〇
〇
〇
名
以
上
が
来
場
さ
れ
、
賑
わ
い
の
開
催
期
間
と
な

り
ま
し
た
。

第
四
回
小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し
と
神
の
た
な
展
開
催
!!

第
四
回
小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し
と
神
の
た
な
展
開
催
!!

﹁
神
さ
ま
を
祀
る
﹂
生
き
方
を
次
の
世
代
へ

　

二
〇
一
八
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

◀
受
賞
の
神
だ
な「
か
み
さ
ま
の
線
」

◀
宮
川
の
水
面
に
写
る
青
葉
も
み
じ
と
赤
橋

　

本
年
の
テ
ー
マ
は
『
元
号
』

　

K
I
M
Ⅰ
X
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
取
材
も

◀
あ
り
ま
し
た
。

◀
職
員
に
よ
る
展
示
解
説

で
検
索
！
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初
夏
の
風
物
詩
、
一
宮
花
し
ょ
う
ぶ
園
を
本
年

も
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

（
期
間
：
五
月
二
十
五
日
〜
六
月
十
六
日
）

　
ご
来
園
の
皆
さ
ま
は
、
園
内
で
の
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
の
息
吹
と
尊

さ
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
宮
花
し
�
う
ぶ
園
開
園

一
宮
花
し
�
う
ぶ
園
開
園

神
々
の
恵
み
が

凛
と
し
た
咲
き
姿
に
宿
る

　
五
月
二
十
六
日
㈰
宮
代
神
饌
田
に
お
い
て
、
田
植
え
初
め
の
祭
り
御

田
植
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
我
が
国
に
お
い
て
「
お
米
」
は
、
神
さ
ま
か
ら
の
授
か
り
物
と
し
て

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生
育
を
願
い
幾
重

に
も
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
、
日
本
文
化
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
当
社
の
御
田
植
祭
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
現
存
す
る
最
も
古
い
記
録

書
「
延
宝
の
記
録
」
に
て
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
た
由
緒
あ
る
神
事
で
す
。

　
平
成
十
一
年
に
現
存
す
る
資
料
や
伝
承
を
も
と
に
古
儀
を
復
興
し
現

在
に
い
た
り
ま
す
。

　
本
年
も
旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
ら
が
五
月
女
、
五
月
男
と
し
て
ご
奉

仕
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
氏
子
青
年
会
O
B
の
玉
垂
会
に
よ
る
代
掻
き
牛
が
登
場
す
る

と
多
く
の
参
列
者
か
ら
笑
み
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

宮
代
神
饌
田　

御
田
植
祭 

宮
代
神
饌
田　

御
田
植
祭 

昔森
の
手
振
り
を
そ
の
ま
ま
に

　
五
月
二
十
六
日
㈰
本
年
も
、
森
町
出
身
の
女
性
た
ち
（
代
表
　
土
屋

製
菓
　
今
泉
京
子
さ
ん
）
で
運
営
す
る
『
森
町
の
仲
間
た
ち
が
つ
く
る

森
の
暮
ら
し
』
を
テ
ー
マ
に
森
町
の
魅
力
を
伝
え
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
作
り
の
洋
服
や
雑
貨
、
洋
菓
子
や
和
菓
子
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で

小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
セ
レ
ク
ト
さ
れ
、
来
場
者
は
思
い

思
い
の
品
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、
「
小
國
神
社
の

自
然
に
包
ま
れ
な
が
ら
の
買
い
物
は
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
め

ま
し
た
。
」
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
二
十
六
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
終
日
賑
わ
い
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

第
七
回
も
り
も
り
マ
�
ケ
�
ト
の
開
催
!!

第
七
回
も
り
も
り
マ
�
ケ
�
ト
の
開
催
!!

の
仲
間
た
ち
が
つ
く
る
森
の
暮
ら
し

◀
賑
わ
い
の

　
も
り
も
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

◀
宮
園
小
学
校
体
験
学
習

▶
旭
が
丘
中
学
の
生
徒
に
よ
る

　
ご
奉
仕

▶
御
田
植
神
事

▶
御
田
植
祭
　
祝
詞
奉
上

▶
玉
垂
会
に
よ
る
ご
奉
仕

た
　  

う
え   

さ
い

お
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琉球新報、沖縄タイムスを正す県民・国民の会　代表運営委員
日本文化チャンネル桜　沖縄支局キャスター 我那覇真子

特別寄稿

沖縄の現状と安全保障

　

皆
様
初
め
ま
し
て
、
我
那
覇
真
子
と
申
し

ま
す
。
私
は
〝
沖
縄
か
ら
日
本
を
守
る
〞
を

合
言
葉
に
保
守
的
な
活
動
を
し
て
い
る
者
で

す
。
具
体
的
に
は
現
在
「
琉
球
新
報
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
を
正
す
県
民
・
国
民
の
会
」
の
代

表
と
し
て
日
々
沖
縄
の
新
聞
二
紙
に
よ
る
世

論
情
報
操
作
等
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
平

和
の
ご
時
世
に
何
を
と
思
わ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
今
沖
縄
で
は
マ
ス
コ
ミ

が
自
分
達
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
は
発
信

し
な
い
、
捻
じ
曲
げ
る
、
時
に
は
捏
造
ま
で

し
て
言
論
空
間
を
支
配
し
て
い
る
為
、
真
実

の
情
報
を
知
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
１
８

０
度
物
事
の
見
え
方
が
ま
る
で
違
っ
て
く
る

異
質
な
情
報
空
間
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
ま
る
で
映
画
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
様
な

世
界
で
す
。

　

私
は
普
天
間
基
地
辺
野
古
移
設
の
移
設
先
、

辺
野
古
の
あ
る
名
護
市
で
生
ま
れ
育
ち
現
在

も
そ
こ
で
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
辺

野
古
移
設
問
題
程
情
報
が
捻
じ
曲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
に
よ
る
と

平
和
を
愛
す
る
県
民
が
政
府
の
基
地
の
押
し

付
け
を
嫌
が
り
抗
議
の
声
を
挙
げ
て
い
る
と

い
う
報
道
に
な
り
ま
す
が
、
し
か
し
地
元
辺

野
古
区
は
当
初
か
ら
ず
っ
と
移
設
を〝
容
認
〞

し
て
き
て
お
り
、
早
く
工
事
が
進
ん
で
欲
し

い
と
い
う
の
が
実
際
の
声
で
す
。
ま
た
現
在

進
行
中
の
工
事
を
〝
新
基
地
建
設
〞
と
基
地

反
対
派
は
呼
び
ま
す
が
実
は
こ
れ
も
正
し
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
普
天
間
基
地
辺

野
古
移
設
は
ど
う
し
て
計
画
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
普
天
間
基
地
が
本
島

中
部
宜
野
湾
市
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
物
理
的

に
航
空
機
が
民
家
の
上
を
飛
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
環
境
に
あ
る
為
、
滑
走
路
を
辺
野

古
の
海
に
移
設
し
、
よ
り
安
全
な
環
境
を
作

ろ
う
と
い
う
の
が
こ
の
計
画
の
原
点
な
の
で

す
。
辺
野
古
に
出
来
る
滑
走
路
は
V
字
型
で

風
の
向
き
に
関
わ
ら
ず
離
着
陸
時
に
民
間
地

上
空
を
飛
行
す
る
必
要
が
な
く
な
る
設
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。
米
軍
基
地
は
日
米
安
保
に

基
づ
く
我
が
国
安
全
保
障
の
命
綱
で
す
か
ら
、

当
然
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
の

基
地
と
の
共
存
を
よ
り
安
全
な
形
で
図
る
為

の
計
画
で
す
か
ら
そ
も
そ
も
反
対
し
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
反
対
と
な
れ
ば
、
「
で

は
危
険
性
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
い
い

の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
「
新

基
地
建
設
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
、

危
険
性
除
去
の
為
の
移
設
と
い
う
原
点
を
隠

し
、
あ
た
か
も
新
し
い
基
地
を
＝
新
し
い
負

担
を
沖
縄
に
強
い
る
の
が
こ
の
計
画
な
の
だ

と
県
民
に
刷
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
な
ら
そ

こ
で
初
め
て
反
対
運
動
が
成
り
立
つ
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
現
地
で
座
り
込
み

反
対
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
人
達
の
中
に

地
元
民
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
遠
く
南
部

の
那
覇
市
や
別
の
区
域
か
ら
来
て
い
る
革
命

思
想
を
帯
び
た
人
達
、
あ
る
い
は
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
活
動
家
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
か
ら

ア
メ
リ
カ
軍
を
追
い
出
そ
う
と
躍
起
に
な
っ

て
い
る
外
国
勢
力
特
に
北
朝
鮮
の
流
れ
を
汲

ん
だ
朝
鮮
人
が
そ
の
中
心
に
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
米
軍
基
地
が
沖
縄
か

ら
撤
退
し
て
し
ま
え
ば
利
益
を
得
る
の
は
尖

閣
や
沖
縄
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
中
国

で
す
。

　

彼
ら
の
活
動
は
非
暴
力
の
平
和
活
動
と
呼

ぶ
に
は
程
遠
い
内
容
で
違
法
な
活
動
も
ま
か

り
通
っ
て
い
る
の
が
そ
の
実
態
で
す
。
沖
縄

で
は
「
反
戦
平
和
は
免
罪
符
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
反
基
地
で
あ
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
い

い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
荒
れ
よ
う
で
す
。
驚

か
れ
て
い
る
読
者
の
皆
様
、
実
態
が
そ
う
な

の
で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
地
で
反
対
運
動
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る

団
体
に
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
山
城
博
治
氏
は
率
先
し
て
違
法
活
動
に
邁

進
し
、
平
成
28
年
10
月
３
つ
の
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
有
罪
確
定
と
な
り
ま
し
た
。
防
衛
局
職

員
へ
の
暴
行
、
米
軍
基
地
の
有
刺
鉄
線
を
無

断
で
切
断
し
不
法
侵
入
、
基
地
の
入
り
口
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
て
工

事
資
材
の
搬
入
を
阻
ん
だ
と
し
て
の
威
力
業

務
妨
害
。
こ
れ
ら
が
〝
反
戦
平
和
〞
の
名
の

も
と
に
行
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
現
在
で
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我那覇真子
・平成元年 沖縄県名護市生まれ
・平成17年　高校交換留学で
　　　　　　米国オハイオ州・カリフォルニア州へ
・平成20年　早稲田大学 人間科学部 入学、在学中、
　　　　　　高円宮杯全日本中学校英語弁論大会を
　　　　　　主催するJNSA（日本学生協会基金）
　　　　　　の運営委員
・平成24年　早稲田大学 人間科学部 卒業
・平成27年　国連人権理事会にて翁長雄志知事演説に
　　　　　　対するカウンタースピーチを行い国連に
　　　　　　よる日本政府への沖縄県民先住民族勧告
　　　　　　を阻止する
・著書「日本を守る沖縄の戦い」アイバス出版など

【現　職】 
・琉球新報、沖縄タイムスを正す県民・国民の会
　代表運営委員
・日本文化チャンネル桜沖縄支局 キャスター
・インターネットテレビチャンネル桜「沖縄の声」
 （毎週火曜）「おおきなわ」（毎週金曜）に出演

ラジオ番組
・「沖縄防衛情報局」毎週月曜日15時～　オキラジ
　毎週水曜日17時～　ぎのわんシティFM
・「あなたを癒す応用心理ラジオセミナー」
　毎週水曜日20時～　FM21

プロフィール
琉球新報、沖縄タイムスを正す
県民・国民の会代表運営委員
日本文化チャンネル桜
沖縄支局キャスター

　

皆
様
初
め
ま
し
て
、
我
那
覇
真
子
と
申
し

ま
す
。
私
は
〝
沖
縄
か
ら
日
本
を
守
る
〞
を

合
言
葉
に
保
守
的
な
活
動
を
し
て
い
る
者
で

す
。
具
体
的
に
は
現
在
「
琉
球
新
報
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
を
正
す
県
民
・
国
民
の
会
」
の
代

表
と
し
て
日
々
沖
縄
の
新
聞
二
紙
に
よ
る
世

論
情
報
操
作
等
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
平

和
の
ご
時
世
に
何
を
と
思
わ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
今
沖
縄
で
は
マ
ス
コ
ミ

が
自
分
達
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
は
発
信

し
な
い
、
捻
じ
曲
げ
る
、
時
に
は
捏
造
ま
で

し
て
言
論
空
間
を
支
配
し
て
い
る
為
、
真
実

の
情
報
を
知
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
１
８

０
度
物
事
の
見
え
方
が
ま
る
で
違
っ
て
く
る

異
質
な
情
報
空
間
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
ま
る
で
映
画
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
様
な

世
界
で
す
。

　

私
は
普
天
間
基
地
辺
野
古
移
設
の
移
設
先
、

辺
野
古
の
あ
る
名
護
市
で
生
ま
れ
育
ち
現
在

も
そ
こ
で
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
辺

野
古
移
設
問
題
程
情
報
が
捻
じ
曲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
に
よ
る
と

平
和
を
愛
す
る
県
民
が
政
府
の
基
地
の
押
し

付
け
を
嫌
が
り
抗
議
の
声
を
挙
げ
て
い
る
と

い
う
報
道
に
な
り
ま
す
が
、
し
か
し
地
元
辺

野
古
区
は
当
初
か
ら
ず
っ
と
移
設
を〝
容
認
〞

し
て
き
て
お
り
、
早
く
工
事
が
進
ん
で
欲
し

い
と
い
う
の
が
実
際
の
声
で
す
。
ま
た
現
在

進
行
中
の
工
事
を
〝
新
基
地
建
設
〞
と
基
地

反
対
派
は
呼
び
ま
す
が
実
は
こ
れ
も
正
し
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
普
天
間
基
地
辺

野
古
移
設
は
ど
う
し
て
計
画
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
普
天
間
基
地
が
本
島

中
部
宜
野
湾
市
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
物
理
的

に
航
空
機
が
民
家
の
上
を
飛
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
環
境
に
あ
る
為
、
滑
走
路
を
辺
野

古
の
海
に
移
設
し
、
よ
り
安
全
な
環
境
を
作

ろ
う
と
い
う
の
が
こ
の
計
画
の
原
点
な
の
で

す
。
辺
野
古
に
出
来
る
滑
走
路
は
V
字
型
で

風
の
向
き
に
関
わ
ら
ず
離
着
陸
時
に
民
間
地

上
空
を
飛
行
す
る
必
要
が
な
く
な
る
設
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。
米
軍
基
地
は
日
米
安
保
に

基
づ
く
我
が
国
安
全
保
障
の
命
綱
で
す
か
ら
、

当
然
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
の

基
地
と
の
共
存
を
よ
り
安
全
な
形
で
図
る
為

の
計
画
で
す
か
ら
そ
も
そ
も
反
対
し
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
反
対
と
な
れ
ば
、
「
で

は
危
険
性
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
い
い

の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
「
新

基
地
建
設
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
、

危
険
性
除
去
の
為
の
移
設
と
い
う
原
点
を
隠

し
、
あ
た
か
も
新
し
い
基
地
を
＝
新
し
い
負

担
を
沖
縄
に
強
い
る
の
が
こ
の
計
画
な
の
だ

と
県
民
に
刷
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
な
ら
そ

こ
で
初
め
て
反
対
運
動
が
成
り
立
つ
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
現
地
で
座
り
込
み

反
対
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
人
達
の
中
に

地
元
民
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
遠
く
南
部

の
那
覇
市
や
別
の
区
域
か
ら
来
て
い
る
革
命

思
想
を
帯
び
た
人
達
、
あ
る
い
は
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
活
動
家
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
か
ら

ア
メ
リ
カ
軍
を
追
い
出
そ
う
と
躍
起
に
な
っ

て
い
る
外
国
勢
力
特
に
北
朝
鮮
の
流
れ
を
汲

ん
だ
朝
鮮
人
が
そ
の
中
心
に
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
米
軍
基
地
が
沖
縄
か

ら
撤
退
し
て
し
ま
え
ば
利
益
を
得
る
の
は
尖

閣
や
沖
縄
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
中
国

で
す
。

　

彼
ら
の
活
動
は
非
暴
力
の
平
和
活
動
と
呼

ぶ
に
は
程
遠
い
内
容
で
違
法
な
活
動
も
ま
か

り
通
っ
て
い
る
の
が
そ
の
実
態
で
す
。
沖
縄

で
は
「
反
戦
平
和
は
免
罪
符
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
反
基
地
で
あ
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
い

い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
荒
れ
よ
う
で
す
。
驚

か
れ
て
い
る
読
者
の
皆
様
、
実
態
が
そ
う
な

の
で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
地
で
反
対
運
動
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る

団
体
に
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
山
城
博
治
氏
は
率
先
し
て
違
法
活
動
に
邁

進
し
、
平
成
28
年
10
月
３
つ
の
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
有
罪
確
定
と
な
り
ま
し
た
。
防
衛
局
職

員
へ
の
暴
行
、
米
軍
基
地
の
有
刺
鉄
線
を
無

断
で
切
断
し
不
法
侵
入
、
基
地
の
入
り
口
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
て
工

事
資
材
の
搬
入
を
阻
ん
だ
と
し
て
の
威
力
業

務
妨
害
。
こ
れ
ら
が
〝
反
戦
平
和
〞
の
名
の

も
と
に
行
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
現
在
で

も
違
法
活
動
は
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
逮
捕
さ

れ
て
も
そ
れ
を
む
し
ろ
誇
る
よ
う
な
過
激
な

革
命
活
動
家
が
集
結
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
元
新
聞
は
こ
の
様
な
事
件
を
ほ
と
ん
ど
報

道
し
な
い
か
、
報
道
し
て
も
記
事
の
内
容
は
、

警
察
の
取
り
締
ま
り
が
不
当
で
あ
る
か
の
よ

う
な
活
動
家
よ
り
の
目
線
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

活
動
家
が
警
察
署
に
押
し
寄
せ
悪
質
な
抗

議
デ
モ
を
行
う
の
は
よ
く
あ
る
事
で
、
山
城

氏
拘
留
の
抗
議
デ
モ
で
は
那
覇
地
裁
に
押
し

か
け
た
活
動
家
が
あ
ま
り
に
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
し
た
た
め
に
地
裁
の
職
員
は
庁
舎
の
全
て

の
ド
ア
に
鍵
を
掛
け
警
戒
態
勢
の
中
で
対
応

す
る
こ
と
と
な
っ
た
程
で
す
。
抗
議
活
動
と

い
う
よ
り
は
〝
暴
徒
〞
と
い
う
表
現
の
方
が

適
切
で
す
が
、
地
元
二
紙
は
あ
く
ま
で
も

〝
市
民
〞
と
い
う
表
現
に
徹
し
、
可
哀
そ
う

な
市
民
を
弾
圧
す
る
政
府
と
い
う
構
図
を
毎

日
の
偏
向
捏
造
記
事
で
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
新
聞
が
こ
の
様
に
反
社
会
活
動
を
応

援
、
煽
動
す
る
姿
を
見
る
と
、
も
は
や
真
実

を
読
者
に
伝
え
る
と
い
う
報
道
機
関
と
い
う

よ
り
は
特
定
の
政
治
思
想
を
広
め
る
た
め
の

道
具
と
し
て
の
機
関
と
捉
え
る
方
が
そ
の
実

態
の
よ
う
で
す
。

　

普
天
間
基
地
辺
野
古
移
設
問
題
は
マ
ス
コ

ミ
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
事

が
で
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
日
米
政
府
の
計
画

に
当
事
者
の
宜
野
湾
、
辺
野
古
は
前
向
き
で

早
く
移
設
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
実

際
で
そ
こ
に
移
設
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
も
の

は
本
来
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
な
の
に
20
年

以
上
も
進
ま
な
い
の
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
真
実

を
報
道
せ
ず
、
他
所
か
ら
や
っ
て
く
る
抗
議

テ
ン
ト
村
の
活
動
家
の
主
張
を
あ
た
か
も
地

元
民
の
声
と
し
て
報
道
し
情
報
を
歪
め
、
ま

た
県
民
世
論
を
反
日
反
米
に
持
っ
て
い
く
こ

と
で
選
挙
を
誘
導
選
挙
へ
と
持
っ
て
い
く
構

造
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
県
民

で
す
ら
も
情
報
操
作
の
も
と
で
は
実
際
に
現

場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
地
元
民
が
立

ち
上
が
っ
た
り
、
保
守
系
政
治
家
、
一
般
の

県
民
が
既
存
の
偏
向
マ
ス
コ
ミ
言
論
空
間
に

異
を
唱
え
よ
う
も
の
な
ら
彼
ら
の
標
的
と
な

り
個
人
潰
し
が
始
ま
り
ま
す
。
左
派
マ
ス
コ

ミ
や
活
動
家
の
権
力
は
相
当
な
も
の
で
社
会

的
に
も
精
神
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
抹
殺
さ

れ
て
い
く
の
で
す
。
で
す
か
ら
今
で
は
タ

ブ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
も
二
紙
を

正
す
会
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

マ
ス
コ
ミ
や
活
動
家
に
散
々
叩
か
れ
デ
マ
な

ど
も
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
あ
く
ま
で

一
県
民
と
し
て
社
会
正
義
を
追
求
す
る
為
に

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
対
本
土
と
い
う
構
造
で
は
実
は
説
明

が
つ
か
な
い
の
が
こ
の
争
い
で
、
こ
の
闘
争

の
陰
で
沖
縄
を
狙
う
中
国
の
軍
事
的
挑
発
は

年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
平
成
31

年
度
の
航
空
自
衛
隊
の
緊
急
発
進
（
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
発
進
）
は
９
９
９
回
と
な
り
国
別
で

は
中
国
は
６
３
８
回
で
前
年
度
か
ら
１
３
８

回
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
領
海
侵
犯
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
船
も

漁
船
か
ら
機
関
砲
を
積
ん
だ
公
船
、
軍
艦
へ

と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
漁

師
も
尖
閣
へ
は
漁
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
先
月
尖
閣
の
行
政
区
石
垣
市
選

出
の
市
議
仲
間
均
氏
が
尖
閣
に
出
漁
し
た
際

に
は
帰
路
中
国
公
船
海
警
に
一
時
間
近
く
追

い
掛
け
回
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
り
ま

し
た
。
こ
の
事
件
に
関
し
質
問
を
受
け
た
沖

縄
県
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
「
中
国
公
船
が
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
、
故
意
に
刺
激
す

る
よ
う
な
こ
と
は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
ト
ン
デ
モ
発
言
を
し
て
い
ま
す
。
他

国
の
領
海
侵
犯
に
対
し
抗
議
を
す
る
ど
こ
ろ

か
〝
パ
ト
ロ
ー
ル
〞
と
称
し
て
認
め
て
し
ま

う
姿
勢
は
県
知
事
失
格
で
す
が
、
地
元
新
聞

も
小
さ
な
ベ
タ
記
事
扱
い
で
問
題
視
す
る
こ

と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
様
に
今
、
沖
縄
で
は
内

か
ら
も
外
か
ら
も
危
機
が
迫
っ
て
き
て
お
り

残
念
な
が
ら
保
守
政
治
を
担
う
地
元
政
治
家

達
も
こ
の
状
況
に
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
ど
こ
ろ
か
そ
の
空
気
に
迎
合
し
て
し
ま
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。
問
題
は
山
積
み
で
す
が
、

本
稿
が
沖
縄
の
真
実
に
触
れ
一
般
の
草
の
根

保
守
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
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　月次祭は、毎月欠かさずに行われ、神職
が日本、また地域の平安と、氏子崇敬者の
安泰を祈ります。月参りともいわれ、この
日にお参りするとご加護が受けられるとも
いわれています。歴史的にも大変古く、そ
の始まりは、平安中期に編纂された延喜式
にも「月次祭」の記述があります。
　事前申込みなどは必要ありません。どな
たでもご参列できます。ご参列の際は、祈
祷受付にてお声かけください。

ライトアップが美しい宮川の紅葉ライトアップが美しい宮川の紅葉

8月～  12月

12月 師走
しわす

11月 霜月
しもつき

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）

（午前 9時）
（午前 9時）
（午後 2時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）

月次祭
大骨董蚤の市
明治祭
本宮山月次祭
山神社例祭
臨時大祓
大嘗祭当日神社に於て行ふ祭祀（仮称）
七五三祝祭
月次祭・稲祭
疫神齋
地鎮祭
甲子祭
奉納農産物品評会
もみじまつり

月次祭
本宮山月次祭
鎮火祭
大骨董蚤の市
月次祭
滝宮例祭
初穂献納祭
天長祭
煤佛祭
大祓式・除夜祭

（午前 9時）
（午前10時）
（午後 3時）日時未定
（日の出～午後3時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前11時30分）
（午前 9時）
（午後 1時）
（午後 3時）

1日
2日
3日
6日
7日
12日
14日
15日
18日
19日
21日
23日

24日

1日
6日
※
7日
18日
18日
18日
23日
25日
31日

師走大祓式

　12月31日㈫午後3時より、師走
大祓式を斎行いたします。下半期
の罪穢れをお祓いし、清々しく新
たな年を迎えることができます。
どなたでもご参列ができますので、
ご家族皆様でご参列下さい。

疫　神　齋
えき　　　　　 じん　　　　　 さい

しわす　　　おお　 はらい　 しき

　11月19日㈫午後2時より、疫神
齋を斎行いたします。この祭典は、
当社に古くより伝わる特殊神事の
一つです。当社の古記録『延宝の
記録』にも記載があり、疫病退散
の祀りです。

｢つきなみ｣とは毎月
平和と安全を祈る大切なお祭りです

月次祭ご参列のご案内

日時：毎月1日・18日9時より（約30分程度）

場所：小國神社拝殿

つきなみさい
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　遠州地方で観察ができる野鳥をご紹介。
普段では、なかなか見ることができない野
鳥の姿や生態系を写し取った貴重な写真や
イラストが展示されます。
　本展にお越し頂き、自然に配慮した社会
や暮らし方を考える一端になれば幸いです。

令和元年12月1日（日）より8日（日）まで令和元年12月1日（日）より8日（日）まで

場所：研修室場所：研修室

8月～  

8月 葉月
はづき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
月次祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前 9時）

1日
3日
6日
18日

10月 神無月
かんなづき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
白鬚神社例祭
神嘗奉祝祭
神嘗祭遙拝式
月次祭
福神像頒布式
即位礼当日神社において行ふ祭祀（仮称）

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午後 3時）日時未定

（午前 9時）

（午前10時）日時未定

9月 長月
ながつき

月次祭
本宮山月次祭
大骨董蚤の市
月次祭
秋季皇霊祭遙拝式
甲子祭
御柱祭

（午前 9時）
（午前10時）
（日の出～午後3時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）

1日
6日
7日
18日
23日
24日
25日

1日
5日
6日
※
17日

18日
※
22日

大嘗祭当日神社に於いて行ふ祭祀（仮称）

　11月14日㈭に斎行いたします。
　本年は、天皇陛下の御即位に伴
う諸祭儀が神社においても多数お
こなわれています。本祭祀もその
一つとなります。詳細が決まりま
したらお知らせいたします。

秋季皇霊祭遙拝式

　9月23日㈪、宮中では歴代の天
皇・皇后・皇親の霊を祀る祖霊祭
『秋季皇霊祭』が厳かに行なわれ
ます。当社では、同日に皇居内の
皇霊殿の方向に向いて拝礼し、皇
室の弥栄と国の安寧を祈ります。

しゅう　  き　　 こう　  れい　  さい　  よう　　はい　　しき

だいじょうさい

日本野鳥の会遠江

秋の野鳥写真・イラスト展開催！！！
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
㈮
〜

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
㈮

渥
美
ひ
な
た
 
浜
松
市

福
山
凜
太
朗
 
森
　
町

神
谷
　
真
亜
 
愛
知
県

松
本
　
怜
奈
 
磐
田
市

石
切
山
桜
花
 
袋
井
市

髙
栁
　
春
陽
 
森
　
町

森
田
　
早
絵
 
袋
井
市

藤
田
　
吏
人
 
磐
田
市

加
藤
　
良
珂
 
長
野
県

大
村
日
麻
莉
 
藤
枝
市

山
下
　
晄
聖
 
富
士
宮
市

西
岡
依
呂
波
 
掛
川
市

中
村
　
駿
太
 
掛
川
市

渡
仲
　
凛
果
 
磐
田
市

阿
諏
訪
海
斗
 
掛
川
市

鈴
木
か
れ
ん
 
森
　
町

大
石
　
　
聖
 
愛
知
県

音
喜
多
那
菜
子
 
磐
田
市

榛
葉
　
晴
紀
 
掛
川
市

大
瀧
　
　
零
 
浜
松
市

三
浦
　
桃
弥
 
袋
井
市

村
松
　
咲
茉
 
掛
川
市

白
瀧
　
昊
正
 
袋
井
市

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

　
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を

◀
お
祈
り
し
ま
す

▶
当
社
で
命
名
奉
告
を
さ
れ
た

　
皆
様

●ご朱印●

意外と知らない !? ご朱印の歴史と大切な意味

　その昔、神仏習合の色合いが濃い時代、書き写したお経
を信仰心の証として、社寺に奉納することがありました。
このとき社寺から貰える書付が、ご朱印の原型と言われて
います。また印には古来より、尊いお力が宿っていると考
えられました。
　江戸時代には、お経を納めなくてもご朱印を受けること
ができるようになり、「参拝の証」としての意味を持つよ

うになります。さらに大正から昭和にかけて鉄道が発達し、
旅先でご朱印を受ける人が増えたとも言われています。
　近年では、スタンプラリーのように気軽に楽しめるため、
転売などのニュースや社寺でのトラブルが話題にあがりま
すが、ご朱印はいつの時代も神仏への信仰の証です。節度
をもって本来の意味を忘れずに楽しみたいものです。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
   作　　たたら　なおき

しゅいん
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小
國
神
社
で
は
、
令
和
の
御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
天
皇
陛
下
御
即

位
記
念
『
令
和
の
お
屋
根
替
え
』
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜

を
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
社
の
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
日
本
唯
一
の
伝
統
技
法
「
檜

皮
葺
」（
檜
の
皮
で
屋
根
を
葺
く
技
法
）
で
葺
か
れ
た
屋
根
で
す
。
古
来

よ
り
、
そ
の
造
形
の
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い
に
代
表
さ
れ
る
繊
細
な
優

美
さ
は
、
日
本
の
風
土
と
調
和
し
て
き
ま
し
た
。
古
典
文
学
「
枕
草
子
」

に
は
、『
雪
は
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た

る
ほ
ど
。…

』
と
綴
ら
れ
、
白
雪
と
檜
皮
の
屋
根
が
織
り
な
す
色
の
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
風
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
材

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
喜
び
讃
え
、
清
ら
か
な
状
態
を
大
切
に
し
て
き
た

私
た
ち
の
祖
先
が
造
り
だ
し
た
「
日
本
の
美
」
で
あ
り
、
古
よ
り
変
わ
る

こ
と
の
な
い
神
様
へ
の
「
祈
り
」
が
、
そ
の
「
技
」
と
「
美
」
を
護
り
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
古
い
も
の

で
は
六
十
余
年
、
新
し
い
も
の
で
も
四
十
余
年
の
月
日
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
檜
皮
を
使
っ
た
お
屋
根
は
た
び
た
び
補
修
を
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
き
、
葺
き
替
え
工
事
に
着
手
す
る
べ
き
と

判
断
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
、
大
己
貴
命
が
鎮
ま
る
御
本
殿
を
は
じ
め
社

殿
の
常
若
（
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
こ
と
）
に
努
め
、
先
人
が
護
り

伝
え
て
き
た
、「
祈
り
の
精
神
文
化
」
と
貴
重
な
「
伝
統
技
術
」
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
一
層
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
け
ま
す
よ
う
、
本
事
業

を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遠
江
国
一
宮　

小
國
神
社　
　
　
　

宮
司　

打
田　

文
博

　
　
　
　
　
　

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会　
　
　
　
　

会
長　

鈴
木　
　

覺

　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
事
業
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
財
委
員
会
委
員
長　

松
井　

宏
悦

社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

第１期工事　令和2年1月14日～  3月31日：真名井
　　　　　　令和2年2月12日～10月20日：神徳殿・渡り殿
第２期工事　令和3年2月12日～10月30日：御本殿
　　　　　　令和4年2月12日～  5月30日：並宮
第３期工事　令和4年4月20日～12月10日：拝殿
　　　　　　令和5年2月12日～10月30日：中門、幣殿

工期日程

お屋根替えにともなう主な文化事業
（葺き替え工事現場見学会）
屋根葺き替え作業の様子を一般公開いたします。
日程、お申し込み方法は、改めてお知らせいたします。

○お問い合わせ先：小國神社崇敬奉賛会事務局
〒437-0226　静岡県森町一宮3956-1
電話：0538-89-7302
「令和のお屋根替え」～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～
公式WEBサイト：現在調整中（8月上旬に公開予定）

天皇陛下御即位記念天皇陛下御即位記念

ご
奉
賛
の
お
願
い

奉
賛
金
に
つ
い
て

ご寄付に関する詳しいお問い合わせは、
小國神社崇敬奉賛会事務局までお願いいたします。

御本殿
●
御本殿
● ●並宮●並宮

●神饌殿●神饌殿

真名井●真名井●幣殿
●
幣殿
●

神徳殿●神徳殿●

●渡り殿●渡り殿拝殿
●
拝殿
●

修
復
を
必
要
と
す
る
檜
皮
葺
屋
根

み　

よ　

が

や　

ね　

が

わ
だ
ぶ
き

ひ
の
き

ひ
わ
だ

ひ
わ
だ

さ
い  

じ
ん

と
こ  

わ
か

令和のお屋根替え
～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～

募財期間：令和元年  8月 1日から
　　　　　令和５年10月30日まで
総 予 算：3億5,000万円

▶
永
い
年
月
に
亘
っ
て
雨
風
に
晒
さ
れ
た
屋
根
は
、
損
傷
や
経
年
劣
化
、

　
植
物
の
侵
食
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

ひ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と



た
ま
だ
れ
　
第
五
十
六
号
　
令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

印
刷
／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

エ
ム・エ
ス・シ
ー

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話 

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X 
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　

当
社
は
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊

か
な
杜
に
包
ま
れ
、
ご
神
域
に
は
多
く
の
草

花
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
す
る
ご
神
域
で
の
草
花
の
写
真
の

数
々
は
崇
敬
者
の
山
崎
克
己
様
の
奉
納
写
真

を
も
と
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ミ
ヤ
コ
グ
サ（
都
草
）　
マ
メ
科
ミ
ヤ
コ
グ
サ
属

花
期　

初
夏

　

エ
ン
ド
ウ
に
似
た
花
形
で
、
黄
色
い
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
日
本
全
国
で
見
ら
れ
る
野
草

で
す
が
、
京
都
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
都
草

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
花
の
形
が

烏
帽
子
に
似
て
い
る
た
め
別
名
エ
ボ
シ
グ
サ

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

ウ
ツ
ボ
グ
サ（
靫
草
）　
シ
ソ
科
ウ
ツ
ボ
グ
サ
属

花
期　

五
月
か
ら
七
月

　

茎
の
先
端
に
三
〜
八
㎝
の
角
張
っ
た
花
穂

を
つ
け
、
紫
色
の
唇
形
を
密
集
し
て
穂
の
下

か
ら
上
へ
と
順
に
咲
か
せ
ま
す
。

　

花
が
終
わ
る
と
夏
に
花
穂
は
暗
褐
色
に
変

化
し
一
見
枯
れ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

別
名
を
夏
枯
草
（
か
ご
そ
う
）
と
も
呼
ば
れ
、

漢
方
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

ミ
ヤ
コ
グ
サ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ

斎
庭
の
草
花
13

　

玉
垂
五
十
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
が
五
月
二
十
七
日
に
初
の
国
賓

と
し
て
来
日
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
宮
中

晩
餐
会
で
も
て
な
さ
れ
た
際
、
大
統
領
は

「
Ｒ
e
i
w
a
」
の
単
語
を
何
度
も
使
い
な

が
ら
返
礼
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

「
令
和
は
、
日
本
国
民
の
一
体
性
と
美
し
さ

を
祝
福
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

ま
た
変
わ
り
ゆ
く
時
間
の
中
で
も
、
我
々
が

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
の
中
に
我
々
が
安
ら

ぎ
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま

す
。
」
と
語
る
そ
の
姿
は
、
私
た
ち
が
普
段

イ
メ
ー
ジ
す
る
大
統
領
の
姿
と
は
少
し
違
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

外
交
的
な
意
図
を
差
し
引
い
て
も
、
先
の

ス
ピ
ー
チ
に
は
、
元
号
が
ご
皇
室
と
日
本
人

を
精
神
的
に
繋
い
で
き
た
と
い
う
こ
と
へ
の

深
い
敬
意
が
滲
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
遠
州
と
こ
わ
か
塾
」入
塾
の
ス
ス
メ

【 

入
塾
要
項 

】

ゆ
に
わ

「
常
若
」
と
は
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
「
若
々
し
さ
を
保
つ
」
と
は
、
単
に
体
力
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
心
や
頭
の
若
々
し
さ
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
、
よ
い
話
を
聞
き
美
し
い
も
の
を
見
て
、
感
動
や
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
常
に
感
性
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
塾
は
、
我
国
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
は
じ
ま
り
、
時
局
的
課
題
に

つ
い
て
学
び
、
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
礎
材

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
塾
生
の
皆
さ
ん
が
自
己
研
鑽
の
場
と
し
て
ご
活

用
戴
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
わ
か

一
、
定
　
　
員　

一
〇
〇
名
（
申
し
込
み
先
着
順
）

一
、
資
　
　
格　

小
國
神
社
が
好
き
な
方
（
十
八
歳
以
上
）

一
、
塾
　
　
費　

年
間　
一、〇
〇
〇
円
（
一
年
を
一
学
期
と
し
ま
す
。）

一
、
開
催
日　

年
数
回
（
九
月
一
日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
迄
の
間
）

一
、
ご
案
内　

開
塾
の
ご
案
内
は
そ
の
都
度
神
社
か
ら
発
送
致
し
ま
す
。

一
、
申
込
方
法   

〒
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・ 

年
令
・
性
別
を

　
　
　
　
　
　

   
記
入
し
て
、
葉
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 　

  
お
申
込
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
〇
五
三
八
）八
九
ー
七
三
六
七

　
　
　
　
　
　
　
「
遠
州
と
こ
わ
か
塾
事
務
局
」

一
、
申
込
期
限　

令
和
元
年
八
月
二
十
五
日
㈰

〝

心
を
う
る
わ
し
く
感
性
を
高
め
る
〞

編
集
後
記

◀
ミ
ヤ
コ
グ
サ
（右）
と
ウ
ツ
ボ
グ
サ
（左）

東京家政学院大学名誉教授
江原絢子先生

第
十
期

絵本・まんが・造形作家
たたらなおき先生

鎌倉長谷寺法務顧問・エッセイスト
髙田都耶子先生

◆第9期までの講師の皆様◆


